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ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

問
　
近
年
、
水
田
で
稲
を
食
害

す
る
通
称
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
が

広
い
範
囲
で
繁
殖
し
、
米
の
収

量
が
落
ち
込
む
被
害
が
増
え
て

い
る
。
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
農

業
者
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
な
ど
が
情

報
を
共
有
し
、
地
域
一
体
に
よ

る
共
同
駆
除
対
策
と
、
防
除
に

対
す
る
支
援
措
置
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
一
農
業
者
の

対
応
だ
け
で
は
駆
除
す
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
被

害
へ
の
対
応
は
、
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
て
き
た
水
路
の
維
持
管
理

の
よ
う
に
、
地
域
で
共
同
し
た

対
応
が
不
可
欠
と
考
え
て
お

り
、
農
業
者
や
Ｊ
Ａ
な
ど
と
の

情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
で
行
う
取
り
組
み
へ
の
支
援

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

問
　
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
先
進
技

術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
を
支
援
す
る
が
、
そ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
対
象
者
、
選

定
の
方
法
な
ど
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
本
市
が
認
定

し
た
認
定
農
業
者
と
認
定
新
規

就
農
者
を
対
象
と
し
て
、
支
援

の
実
施
を
直
接
お
知
ら
せ
し

た
。
そ
の
後
、
９
月
18
日
ま
で

申
請
を
受
け
付
け
、
県
農
業
技

術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
内
部
で
審
査
を
行

い
、
10
月
初
旬
に
補
助
金
の
交

付
決
定
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
現
時
点
で
の
申
請
者
数
と

問
い
合
わ
せ
件
数
を
伺
う
と
と

も
に
、
想
定
件
数
を
超
え
た
場

合
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
９
月
７
日
現

在
23
件
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け

て
お
り
、
既
に
６
件
の
申
請
が

あ
っ
た
。
締
め
切
り
後
の
状
況

を
見
た
上
で
、
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
支

援
は
、
農
業
に
お
い
て
新
た
な

光
と
な
る
事
業
で
あ
る
と
思

う
。
想
定
を
超
え
る
申
請
が

あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
人
た
ち

に
も
挑
戦
し
て
も
ら
え
る
よ
う

支
援
を
拡
充
し
て
ほ
し
い
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
農

業
の
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た

め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
思

う
。
支
援
を
拡
充
で
き
る
か
に

つ
い
て
は
、
先
進
事
例
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
総
合
対
策
の
中

の
ほ
か
の
取
り
組
み
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
２
０
２

２
年
問
題
（
特
定
生
産
緑 

地
）　

有
害
鳥
獣
対
策　

湘
南

平
（
高
麗
山
公
園
）
魅
力
ア
ッ

プ
に
つ
い
て

水
害
に
備
え
る
避
難
所
の
充
実
を

黒
部
　
栄
三 

議
員

問
　
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
り

風
水
害
が
頻
発
し
激
甚
化
す
る

な
ど
、
過
去
に
例
を
見
な
い
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
。
昨
年
の

台
風
19
号
で
は
過
去
最
多
の
市

民
が
避
難
所
を
目
指
し
た
結

果
、
多
く
の
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
避
難
所
な
ど
の
対

応
で
見
え
て
き
た
課
題
と
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
主
な
課

題
と
し
て
、
指
定
緊
急
避
難
場

所
の
運
営
方
法
、
備
蓄
品
の
不

足
、
国
・
県
な
ど
防
災
関
係
機

関
と
の
連
携
、
市
災
害
対
策
本

部
各
部
班
の
対
応
の
実
効
性
な

ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
避
難
所
配
備
職
員
を
対
象

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ

る
振
り
返
り
と
対
応
事
例
の
共

有
、
風
水
害
に
特
化
し
た
指
定

緊
急
避
難
場
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
、
車
椅
子
や
マ
ル
チ

ル
ー
ム
な
ど
の
備
蓄
品
の
拡

充
、
国
・
県
と
の
意
見
交
換
を

通
し
た
改
善
の
要
請
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
は
、
災
害
対
策
本

部
の
会
議
運
営
に
関
す
る
こ
と

や
、
水
・
食
料
の
提
供
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
複
数
の
部
班
が

関
わ
る
事
項
の
検
討
を
行
っ
た

ほ
か
、
各
部
班
の
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
充
実
を
図
り
、
訓
練
を

実
施
し
た
。
各
避
難
所
運
営
委

員
会
で
は
、
台
風
な
ど
に
備

え
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
指

定
緊
急
避
難
場
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

問
　
７
月
に
熊
本
県
を
中
心
に

発
生
し
た
豪
雨
で
も
多
く
の
犠

牲
者
が
出
た
。
解
析
の
結
果
、

正
常
性
バ
イ
ア
ス
と
い
う
過
度

の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
な
い
た
め

の
防
衛
本
能
が
働
き
、
自
分
だ

け
は
大
丈
夫
と
考
え
て
逃
げ
遅

れ
た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ

に
は
、
近
隣
の
住
民
や
自
治
会

な
ど
の
声
掛
け
で
避
難
を
後
押

し
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
ま

た
、
各
自
治
会
で
は
、
災
害
時

の
行
動
を
事
前
に
記
入
し
て
お

く
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作

成
と
、
避
難
を
開
始
す
る
基
準

を
事
前
に
決
め
て
お
く
避
難
ス

イ
ッ
チ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
形
で
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
避
難
行

動
を
起
こ
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
人

に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
時
に
ど

の
時
点
で
避
難
す
る
か
を
記
入

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
も
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
普
及
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
自
転
車

の
ま
ち
平
塚　

健
康
先
進
市
ひ

ら
つ
か

諸伏 清児 議員 坂間 正昭 議員

片倉 章博 議長 野崎 審也 議員

農
業
施
策
に
つ
い
て須

藤
　
量
久 

議
員

教育民生
　議案３案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきもの、請願１件
は採択すべきものと決定しまし
た。
○議案第69号　専決処分の承認に
ついて〔令和２年度平塚市一般会
計補正予算〕
　総務費の広聴活動事業で、人
工知能を活用した自動応答システ
ムであるＡＩチャットボットを市
のウェブページに導入するが、行
政と市民のメリットをそれぞれ伺
う。
　行政の視点では、来庁や電話
での問い合わせを減らすことがで
きる。市民にとっては、夜間や休
日を含めて、24時間問い合わせを
することができる。

　民生費の地域自治推進事業
で、新しい生活様式に沿った地域
イベントの開催経費などを助成す
るため、270万円の交付金を計上
しているが、金額の根拠を伺う。
　１地区10万円の交付金を27地
区分で算出しているが、地域の声
を聴きながら柔軟に対応したい。
○議案第82号　令和２年度平塚市
一般会計補正予算
　教育費の中学校完全給食準備
事業で、共同調理場整備計画地の
地質調査を行うが、どのような調
査を行うのか。
　ボーリング調査や孔内水平調
査、物質調査などを行い、支持地
盤の位置などを確認し、基礎工事
に向けて調査を行う。ボーリング
の本数などは、整備する面積など
から５か所程度と想定している。

都市建設
　議案４案件は全て原案どおり可
決又は承認すべきものと決定しま
した。
○議案第69号　専決処分の承認に
ついて〔令和２年度平塚市一般会
計補正予算〕
　土木費の生活交通確保対策事
業で、路線バスやタクシーの事業
者へ設備の整備費などを一部助成
するが、具体的な内容を伺う。
　交通事業者は利用者の安心・
安全に配慮し、新型コロナウイル
ス感染防止対策として車内の消毒
除菌対策や防護対策などを実施し
ている。それらに必要な費用を補
助するものである。
　消防費の消防車両整備事業
で、新型コロナウイルス感染症の

第２波・第３波に備えて新たに救
急車両を導入するが、従来の車両
との違いを伺う。
　運転席と患者室をビニール
カーテンで仕切る構造としたこと
や、救急車内に常時殺菌できるオ
ゾン発生器を設置し、患者を密閉
した状態で搬送できるアイソレー
ターを積載する仕様とした。
○議案第82号　令和２年度平塚市
一般会計補正予算
　土木費の公園整備事業で、海
岸エリアの園路整備に向けた測量
を行うが、整備の内容を伺う。
　龍城ケ丘の公園整備地とビー
チパークの間の約500メートルを
結ぶ、車いすや自転車が通れる幅
の園路を整備する。測量を実施し
た後、設計に進む中で全体の事業
費が決まってくる。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

清風クラブ 所 属 議 員

１面写真を募集
　議会だよりの１面に掲載する写真
を募集しています。
　市内に在住又は在勤・在学の方を
対象に、季節を感じられる写真など
平塚市の魅力を収めた一枚をご応募
ください。
　詳しい応募方法などは、市議会
ホームページをご覧いただくか、議
会局までお問
い合わせくだ
さい。


